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がって、申請者の論文は、本学の博士学位を相当するものと評価できる。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
申請者の作品は、切込を有する折紙の小さなスタディから始まった。切込の入れ方や折り方に独自のルー
ルを見つけだし、紙や板といった一枚の平面から立体が立ち現れる一連の作品は、機構としての面白さもあ
り、またその動きに驚きと美しさがあることが大きな特徴である。修士修了制作で、それらの小さなスタデ
ィをより大きなスケールへと発展させる可能性について作品を通して示し、本学建築科の最優秀賞を受賞す
る作品となった。 
博士課程では、その作品を図学的なアプローチから理論的に体系化し、既往の研究や先行事例との関係の
中で位置づけることにより、その独自性をより明確にするとともに、より大型の建築スケールへの発展に伴
う課題の抽出とその克服を作品に活かすことに取り組んだ。論文では、より工学的な観点から、作品の仕組
みの独自性を整理分類することでその独創的な立ち位置を明らかにしていることが評価されるが、申請者本
来のオリジナリティは、その理論的枠組みを作品制作を通して実践したことにより最も際立って発揮されて
いる。 
博士研究作品は、約10㎡の一枚の板が、一抱えになるくらいのサイズまで折畳まれる展開機構が、重量や
厚みに伴う問題を感じさせない滑らかな動きを実現し、また、その動きが一見予想できない、不思議な（理
論的には説明可能であるが）非線形性を伴う展開挙動をすることに、作品としての高い価値を見出すことが
できる。一枚の壁がそれを操作する人間を包み込み、寄り添うように縮小してくるそのプロセスは１自由度
の機械的機構を持つ装置でありながら、生命的で人間的すらある印象を与える独創的な動きを実現している。
論文で比較されている既往の機構と一線を画す作品性を持っており、また可変性を持つ彫刻作品や建築の一
部への応用の可能性を示したことが、本学の博士（美術）学位に相応しいと高く評価する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
申請者は切込を有する折畳展開機構モデルを使った作品を研究し、本学修士課程在学時より内外で発表し
続けてきた。作品制作を重ねる過程で、独自の発見や発想をカタチにしていくことで、作品群の中でのタイ
プ分けやそれらの発展、組合せなどにより様々なバリエーションへとその可能性が拓かれてきた。その中で、
それらの発見をより大きな視点で既往の研究や先行する事例の中で位置づけ、また自身の作品群の理論的解
釈をするために、博士論文により考証し、その仮定を作品制作を通して実証した。 
博士論文では、折畳と展開に関する既往の研究やミウラ折りなどの事例を、機構という観点で分析・分類
した上で、自らの作品をその中に位置づけることにより、そのオリジナリティを理論的に示している。研究
の出発点である自らの作品を図学的に考察することで、その独自性はより明らかになり、また理論的に体系
化された仕組みを使って、厚みや重さのある建築スケールの作品への展開時に課題となる様々な事象につい
て想定し、その対処方法の仮説を作品制作を通して確認、実証することで、今後の同様な研究および作品制
作において基礎をなす知見がまとめられた。 
研究作品では、これまで発表を続けてきた作品群よりも数倍大きいスケールでの制作を行い、博士論文に
おいて検証した理論を実際に適用し、検証することに成功した。物理的なスケールの影響が構造体としての
展開モデルに及ぼす影響について実証するとともに、高い完成度の動きを持つ作品として新たなレベルに到
達した。 
以上のように論文および作品を通して、作品の基礎となっている機構自体の独自性を立証し、またそれを
建築に近いスケールにおいて、完成度の高い可変性を持つ作品として実証したことは、今後の折畳展開機構
研究および折畳展開による可変性を持つ作品、建築としての発展に十分に寄与するものである。よって申請
者の博士論文および研究作品は、本学の博士学位に相応しいものと評価する。 
